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芙蓉
寒中お見舞い申し上げます

出版界も厳しい状況は変わりませんが、小社は昨年９月で満30年となりました。

欲張らず、“出したい本、必要な本を”という方針を堅持してなんとか出版活動を

継続できたのも皆様のおかげです。ありがとうございます。

30年の節目でもあり、7年ぶりに総合図書目録を作りました。

今後ともよろしくお願いします。

㈱芙蓉書房出版 代表 平澤公裕

2023年１月～2024年１月の新刊書籍一覧

■戦略論・国家戦略・国際政治・軍事史
クラウゼヴィッツの「正しい読み方」（新装補訂版）ホイザー著 奥山・中谷訳 本体3,000円（ 1月刊）

日本を一番愛した外交官 ウィリアム・キャッスルと日米関係 田中秀雄著 本体2,700円（ 3月刊）

習近平の軍事戦略 「強軍の夢」は実現するか 浅野亮・土屋貴裕著 本体2,700円（ 4月刊）

国際政治と進化政治学 伊藤隆太編著 本体2,800円（ 4月刊）

アーノルド元帥と米陸軍航空軍 源田 孝著 本体2,700円（ 5月刊）

マレー進攻航空作戦1941-1942 マーク・スティル著 橋田和浩監訳 本体2,500円（10月刊）

現代日本の資源外交 国家戦略としての｢民間主導｣の資源調達 柳沢崇文著 本体3,200円（2024年1月刊）

インド太平洋をめぐる国際関係 永田伸吾・伊藤隆太編著 本体2,700円（2024年1月刊）

■近現代史
明日のための近代史（増補新版）世界史と日本史が織りなす史実 伊勢弘志著 本体2,500円（ 1月刊）

昭和天皇欧米外遊の実像 象徴天皇の外交を再検証する 波多野勝著 本体2,400円（ 3月刊）

岡部悦子日記 明治期大使令嬢の滞英記録 尚友倶楽部・君塚直隆編 本体6,000円（ 4月刊）

満州国の双廟 ラストエンペラー溥儀と日本 嵯峨井建著 本体3,900円（ 8月刊）

大江卓の研究 在野・辺境・底辺を目指した生涯 大西比呂志著 本体3,900円（ 9月刊）

沖縄戦を生き抜いて 小澤高子さんの記録 奥谷三穂著 本体1,400円（11月刊）

女給の社会史 篠原昌人著 本体2,300円（11月刊）

ドイツ敗北必至なり 三国同盟とハンガリー公使大久保利隆 高川邦子著 本体2,700円（12月刊）

■一般書
ぶらりあるきソウルの博物館 中村 浩著 本体2,500円（ 2月刊）

江戸のフリーランス図鑑 出商いと町角の芸人たち 飯田泰子著 本体2,300円（ 6月刊）

外務省は「伏魔殿」か 反骨の外交官人生と憂国覚書 飯村 豊著 本体2,300円（ 7月刊）

■学会機関誌
戦略研究 第32号 戦略における多様性･帯域幅 本体2,500円（ 3月刊）

戦略研究 第33号 ロシア・ウクライナ戦争と国際秩序をめぐる戦略的課題 本体2,300円（10月刊）

✺核兵器が変えた軍事戦略と国際政治（仮）（R.ジャーヴィス著 野口和彦ほか訳）

✺弥彦と啄木―日露戦後の日本と二人の青年（内藤一成著）

✺原始・古代における海人の研究（冨加見泰彦著）✺黒色火薬の時代（T.アンドラーデ著 加藤朗訳）

✺ ベトナムの経済発展と未来（仮）（藤江昌嗣ほか著）✺ ぶらりあるきお酒の博物館（中村浩著）
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インド太平洋をめぐる国際関係〈戦略研究学会出版プロジェクト〉

理論研究から地域・事例研究まで ISBN978-4-8295-0873-2
永田伸吾・伊藤隆太編著 Ａ５判 248頁 本体 2,700円

現在、インド太平洋において米中覇権競争を軸として、「自由で開かれたインド太平洋（FOIP）」
戦略を推進する米国率いる自由民主主義諸国と、一帯一路構想を推進する中国との間で、国際

秩序をめぐる戦いが繰り広げられている。錯綜する国際政治力学を反映した「インド太平洋」

概念の形成・拡大のダイナミズムを多角的アプローチから考察した６人の研究者の共同研究の成果。第１部で

は、国際秩序とパワーの相克からインド太平洋戦略の将来を考察。第２部では、中国と日本を対象に、言語行

為、認知、情報戦・政治戦などに注目し、理論的に「インド太平洋」を考察。第３部では、NATO の対中戦略、

欧州諸国のインド太平洋関与などの事例を分析。

【収録論文】現象としての「インド太平洋」をどのように捉えるか（永田伸吾）／インド太平洋戦略の地平（墓

田桂）／構造的リアリズムと米中安全保障競争（野口和彦）／古典的リアリズムと中国の台頭（伊藤隆太）／

インド太平洋の「地域的安全保障共同体」と日本のアイデンティティ（岡本至）／ NATO の対中戦略と「イン

ド太平洋」のグローバル化（小田桐確）／大戦略としての「インド太平洋」概念を支える防衛外交（永田伸吾）

／インド太平洋研究の多層化（伊藤隆太） 2024年１月刊

ドイツ敗北必至なり
三国同盟とハンガリー公使大久保利隆 ISBN978-4-8295-0871-8

高川邦子著 Ａ５判 296頁 本体 2,700円

ハンガリーから正確な独ソ戦況を伝え、ドイツ降伏時期を予測した外交官がい

た！

❖ヒトラーに心酔していた大島浩駐独大使に異を唱え、ハンガリーからドイツ不

利を打電し続けた。❖「親独的ではない日本人外交官」としてナチス・ドイツの不満を買い、「英

米の宣伝に乗せられている公使」として東條首相の不興を買い、「日本の対ソ参戦」というヒト

ラーの要望をつぶして大島大使の怒りを買い、降格される。❖決死の覚悟でソ連経由で帰国。帰

国後は「ドイツ敗北必至・早期終戦準備」を説いてまわり、天皇にも直接伝える機会を得た。だ

が、その声は届かなかった。❖空襲激化による中立国外交団の軽井沢疎開にともない、外務省軽井沢事務所長

を務め、外交団と折衝した。米国と英国の公文書館に残る外交電、ハンガリーの新聞・雑誌などの史料、当事

者の日記・回想録などを駆使したリアルな情景描写は圧巻。
※本書は『ハンガリー公使大久保利隆が見た三国同盟―ある外交官の戦時秘話』（2015年刊）に、その後新たに入手した史料、

写真、証言等を加えて全面的に書き改めたもの。大久保の回想録全文を付録として収録。

祖父が体験し、父が語り継ぎ、孫の著者が書きまとめた「三世代にわたるリレー」

習近平の軍事戦略
「強軍の夢」は実現するか ISBN978-4-8295-0860-2

浅野亮・土屋貴裕著 Ａ５判 288頁 本体 2,700円

軍事力を強化し、「強軍目標」を掲げて改革を進める中国をどう捉えるのか。習近平政権２期10

年の軍事改革を詳細に分析し、これまでの指導者との違い、今後の改革の行方を探る

✺中国の軍事戦略は、戦争形態の変化に伴ってどのように変化してきたか

知能化戦争、グレーゾーン、ハイブリッド戦争、モザイク戦、情報化戦争、認知戦、超限戦、

エコノミック・ステイトクラフトなどの新たな戦争をめぐる中国の概念を紹介する。

✺人民解放軍が中国共産党から離反しないのはなぜか

軍事改革への軍内の抵抗は存在するのか。

人事、政治・思想、資金・財務、組織の観点から党軍関係の頑強性を考察。

組織論的アプローチで「共産党の軍隊」としての側面が強化されてきたことを明らかにする。

✺経済成長が限界に近づき、逓減していく中で、軍事力を増大し続けることができるのか

新たな「人民戦争」とも呼ぶべき「軍と民間との融合」の実態と、軍と社会との関係の変化を説明する。

中国の軍備管理・不拡散をめぐる二面性を指摘。

動員・徴用と宣伝教育・プロパガンダの二つの側面から「兵営国家」化を分析する。



- 3 -

女給の社会史 ISBN978-4-8295-0870-1
篠原昌人著 四六判 240頁 本体 2,300円

明治・大正・昭和の時代、繁華街のカフェーを盛り上げた「女給」はどのように生まれ、どう

拡がり、そしてどうして消えていったのか。さまざまなエピソードで綴る都市風俗史

♥日本初のカフェーは明治44年開業の銀座「カフェー・プランタン」に「女ボーイ」が誕生

♥女給の始まりは活動写真館の案内娘から

♥昭和初期のカフェーは永井荷風らの小説の舞台になった

♥戦時体制に女給も積極的に貢献

♥林芙美子・平林たい子・佐多稲子のカフェー女給体験

♥エロサービスを売りに大阪のカフェーが東京に進出

♥公給領収証義務化に反対して女給もデモ行進

♥スパイが暗躍した国際情報戦の舞台となったカフェー

満州国の双廟
ラストエンペラー溥儀と日本 ISBN978-4-8295-0865-7

嵯峨井建著 Ａ５判 276頁 本体 3,900円

満洲国建国８年目の1940（昭和15）年に創建され、わずか５年で満洲国崩壊とともに廃絶とな

った２つの宗教施設が果たした役割とは……。

「建国神廟」とは、天照大神をまつる満洲国版「宮中賢所」。「建国忠霊廟」とは、五族（日韓

満蒙漢）の英霊（戦没者）をまつる満洲国版「靖國神社」。

満洲国皇帝溥儀と関東軍が深く関与したこの双廟の興亡から読み解く“もうひとつの満洲史”

建物、儀式、人物など貴重な写真63枚収録。

江戸のフリーランス図鑑
出商いと町角の芸人たち ISBN978-4-8295-0863-3

飯田泰子著 Ａ５判 200頁 本体 2,300円

江戸時代のフリーランスはたくましく生きていた！ その身ひとつで往来を仕事場として売り

歩く 出商人（行商人）は典型的なフリーランス。盛り場を盛り上げる大道芸人や新年を寿ぐ

門付、疫病神を追い払う祈禱師もみんなフリーランス。しがらみのない生業についた人々の暮

らしぶりを図解。

■振売や屋台の食べ物商売は大繁盛……魚売り･煮豆売り･天麩羅見世･夜鷹蕎麦

■日用雑貨から苗木まで住まいの道具も売りに来る…箒売り･鍋のつる売り･炭売り

■女性の装いの小道具も揃う……草履売り･羽織紐直し･衣紋竹売り･廻り髪結

■たいていの病も治してしまう……生薬屋･蝦蟇の油売り･

枇杷葉湯売り･歯磨売り

■商売道具の購入も修理も……算盤直し･銭緡売り･

印肉の仕替え･看板書き

■リサイクル・リユースは江戸人の知恵……鋳掛屋･錠前直

し･提灯張替え･紙屑買い

■いろいろな遊びの出商い……金魚売り･ほうずき売り･笛売り･読売･富くじ

■江戸の広小路は毎日が歩行者天国……軽業･独楽回し･噺家･覗きからくり

■新年を寿ぐ往来の人びと……万歳･獅子舞･太神楽･越後獅子･夷舞･門説経･歌念仏

■疫病神を追い払い運勢を占う……厄払い･風神払い･人相見･宝舟売り･絵馬売り

初期のカフェー
銀座「ライオン」

『社交タイムス』の
広告欄は
女給募集広告がたくさん

時代の「尖端」をいく女給たちの
たくましい生きざまを

生き生きと描いたノンフィクション
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外務省は「伏魔殿」か
反骨の外交官人生と憂国覚書 ISBN978-4-8295-0864-0

飯村 豊著 四六判 320頁 本体 2,300円

2001年、機密費横領事件で国民の怒りが外務省に向けられている中、田中眞紀子外務大臣から

国会で「伏魔殿」と名指しされ大臣官房長を更迭された著者が、ポピュリズムの嵐に巻き込ま

れた、この「騒動」の真相を明らかにする。また、40年間の外交官生活を振り返り「外交のあ

るべき姿」を熱く語る！

✺「田中眞紀子騒動」は外務省員へのパワハラとアンチ外務省ポピュリズムが合体したもの

✺三井物産若王子支店長誘拐事件（フィリピン大使館時代）、拉致事件被害者曽我ひとみさん・ジェンキンスさ

ん再会（インドネシア大使時代）などの詳細✺フランス勤務で米国がよく見える（フランス大使時代）✺批判

が高まっていた対中ＯＤＡをどうやってソフトランディングで終了に導いたか（経済協力局長時代）✺外務省

幹部とマスメディアの間でサンドバッグ状態に（報道課長時代）…………さまざまなエピソードが満載の一冊

書評・新刊紹介から

新聞広告から

◎外務省は「伏魔殿」か
「外務省が機能不全になり、いかに国益を損なった

かを詳細に説明している」（『毎日新聞』23.10.4）

「匿名で国のための尽くそうとする人たちが外務省

にはたくさんいる。だからこそいわれなき中傷を正

したく筆を執ったという」（『Will』23年10月号）

◎女給の社会史
「都市で働く女性の昔の呼び名に焦点を当てる。

……時代により呼び名が書き換えられていく背景

を探索している」（『東京新聞』24.1.6）

「それぞれの時代をたくましく生きた女性たちの

姿を都市風俗史として浮かびあがらせる。著者は

元フシテレビ記者」（『山梨日日新聞』23.12.16）

◎マレー進攻航空作戦1941-1942
「日本軍が勝利した航空作戦の全貌を明かす」（『JWINGS』24年1月号）

「日本の作戦成功のウラにはいったい何があったのか。航空作戦を主軸

に日本と連合国双方の視点から計画や戦闘経過を克明に分析し、論考を

加えている」（『航空ファン』24年1月号）

◎大江卓の研究
「日本初の国際裁判を指揮し

た大江の献身の生涯を描く」

（『読売新聞』23.10.4）

◎江戸のフリーランス図鑑
「江戸時代に程度の差こそあれ自分の裁量で働いていた人々を現代

風に“フリーランス”と呼び、まとめた一冊」（『産経新聞』23.8.27）
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◆日本経済新聞 23年５月２日


